



































第 2 章では，ビルデイングブロック方式 LSIの自動配線手法について述べている。自動配線を行う
にあたってストリートという概念を定義し，そのストリートの処理順序決定の算法を提案している。
次に，配線算法を提案し，得られた実験結果について述べ，算法の有効性を確かめている。
第 3 章では， 1 次元アレ一方式 MOS ・ LSIの自動配置配線手法について述べている。問題を定式
化した後，反復改良法ならび、に分岐限定法の二つの手法を利用した算法を提案している。次に，各算
法の比較ならびに有効性の確認を実験結果に基づいて行っている。
第 4 章では，マスタースライス方式 LSIの自動配置手法について考察し，反復改良法を応用した新
しい算法を提案している。すなわち反復改良における単位操作の性質を調べることにより算法の効率
犯がはかれることを示している。なお 残された問題点をも明らかにしている。


















第三には， レイアウト設計における図形論理演算を効率良く行 7 問題に対して，多角形領域の和，
差，積，反転などの処理を同一手順で統一的に実行できる算法を提案し，大規模集積回路に対しでも
実用上充分な能力を持つことを示している。
以上のように，本論文は大規模集積回路の設計自動化ならびに計算機援用設計についてかなりの研
究成果をあげており 電子工学の発展に寄与するところが大である。よって，博士論文として価値あ
るものと言忍める。
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